
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 2年度当初予算令和02 通常 令和02 03 28
0606070104 ふるさとの未来を拓く人づくり戦略

07 地域を元気にする住民参加の学びの場と芸術・文化に親しむ機会の提供子どもの読書習慣形成推進事業
多彩な学びの場づくりと学びを生かした地域づくりの推進01

教育委員会 生涯学習課 社会教育・読書推進班 5184 瀧澤徳彦 中山恵理子

令和02 令和06

　読書によって培われる読解力や表現力等は、人生を豊かに生き、社会に貢献していくために必要な 　子どもの発達段階に応じた効果的な読書活動を推進する取組と、子どもの読書活動を推進する人材
力であり、そのためには幼少期からの読書習慣の形成が重要である。現在、高校生の不読率が高い状 を育成することにより、生涯にわたって読書に親しむことができるよう子どもの読書習慣の形成を図
況にあるのは、中学生までの読書習慣の形成が不十分であったり、高校生になり読書の関心度合いが る。
低下したりということが要因である分析されている。また、本県は全国に先駆けて読書条例を制定し
ており、県民を挙げた読書活動を展開するなど、「日本一の読書県」を目指している。

○ ●

県

幼児から高校生までの児童・生徒等及び子どもの読書活動を支援する県民

□ ■ H30 05

・未就学児や小学生を対象とした、調べ学習講座、ＰＯＰ作り研修講座、絵本でＳＤＧｓ講座の開催
■ □ □ □ ・中学生や高校生を対象とした、ビブリオバトル、ビブリオラジオ、高校生向けセミナーの開催　　

□ ・子どもの読書活動を推進する人材を育成するための読み聞かせボランティア養成講座や学校図書館
担当教職員向け研修会の開催。

　「読書が好き」と答える人の割合が７割近くある一方、読書時間を一日平均３０分以上確保できて
いる人の割合は４割強となっている。特に２０代で読書時間を確保できている人の割合は、他の年代

市町村単独で実施できる事業もあるが、自治体規模も様々であり、市町村を超えた広域な範囲で実施する方が効率性が高いに比べると低い状況となっており、１０代までに読書への関心を高め、読書習慣を形成する必要性が
。増大していると考えられる。
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子どもの読書習慣形成推進事業 子どもの読書活動を推進する取組の実施
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６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

高校生までの子どもの読書への関心を高め、読書習慣を形成する。

読み聞かせボランティア養成講座の参加者数

○参加者数

●

30 0 1 02 03 0 4 0 5 0 6
       130       130       130       130        130                                 

                    

                    生涯学習課調べ

                    

● ○ ○1 0

○
○

0 33 0 0 1 0 2 0 4 0 5 0 6
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

　人生を豊かに生き、社会に貢献していくために、読書によって培われる読解力等は必要
な力であり、将来の地域の読書活動を担う高校生等の若い世代への取組を推進する必要が
ある。

　生涯にわたって読書に親しむためには、１０代までに読書への関心を高め、読書習慣を
形成する必要性が増大している。

□□ □
■

　市町村を超えた広域な範囲で実施することによる効率性や、図書館や学校等の関係機関
と連携した事業実施のコーディネートのためにも県が関与する必要がある。

○ ○


